
 

 

 

 

 

 

１０月の学校朝会は「運動会」についてお話ししました。「共に生きるため」の運動会についてです。 

   

   

１０月になりました。１週間が過ぎましたが、今週は運動会が予定されています。 

先週の２日（月）は学校朝会でしたので、例年のように運動会にまつわるお話をしました。令和３年度には

運動会の歴史についてお話をしましたが、今年度は、その歴史を踏まえて、今を生きる子どもたちにとって運

動会で何が大切なのかを話しました。 

運動会は、これまで「競争」「合戦」など、ネーミングからして、「競う」「争う」「戦う」ことが中心になっ

ていました。講話の中でも話したのですが、「競う」ことや「争う」ことは自らの資質能力を伸ばすことにも

つながりますので、一概に「いけないこと」ではないと考えます。大切なことは、競い合い、争い合った後に、

ラグビーで言う「ノーサイド」、つまりわかり合う、認め合う、称えあうことです。実際、スポーツ等ではそ

のような光景が多く見られます。美しい光景でもあります。しかしながら、これからの社会では、ただ争うだ

けでなく、「まわりと共に生きること」が、「持続可能な社会」において必要な力になってくると考えるのです。 

本荘小学校では、コロナ禍の中、人と人とのつながりが薄れ、一緒に何かに取り組むことが制限されていた

令和３年から、「応援合戦」のネーミングを「応援共演」と変えています。子どもたちがやっていること、そ

して、そのプログラムのために一生懸命に練習をすることは、全く変わっていません。ただ、意識として「相

手を打ち負かす」のではなく、「共にエールを送り合う」ことを大事にしました。他の競技でも同じです。そ

の成果は、ぜひ運動会において、その目で確かめられてください。今年度は４年ぶりに、ご来賓や地域の方を

お招きしての運動会になります。ご家族の人数制限もありません。ＰＴＡ役員さん方の提案によって、保護者

用テントも皆様のご協力によって設置される予定です。持ち込みテント用のスペースも準備いたします。多

くの皆様の前で盛大な運動会になればと考えています。 

そして、子どもたちが大人になったときに、今、運動会で学んでいる精神が、社会の役に立てばこれ以上の

ことはありません。子どもたちは、私の話をしっかりと聞いてくれました。その姿をうれしく、そして、頼も

しく思いました。 

今年度の運動会テーマは、「６９人６９色～一致団結して１人１人がかがやく運動会～」です。赤白が共演

して、一つになり、１人１人の個性を輝かせて、運動会を大成功させてほしいと期待しています。（校長） 

（裏面は「校長先生の虫眼鏡」です） 
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校長先生の虫眼鏡 「１０月学校朝会 運動会について」 

学校朝会の全文です。ご家族でお読みください。 

みなさんおはようございます。昨日から１0 月になりましたね。今日は通知表ももらいます。いよいよこれから、運動会の練習

にも熱がこもってくるのではないかと思います。 

 令和３年１０月の学校朝会で、校長先生は、運動会のお話をしています。運動会の歴

史についてです。一番古いと言われるのは、「１８７４年、東京築地の海軍兵学校で開

催された競闘遊戯会（きょうとうゆうぎかい）が日本で最初の運動会である。」というも

のです。「競（きそい）、闘（たたかう）遊戯会（ゆうぎ＝パフォーマンス）の会」だったの

です。昔は、体を鍛え、競争をすることを大事にした行事でもあったわけです。本荘小で

も、各学年でアイディアを凝らした、子どもたちのよさが生きる運動会を計画してきまし

た。当然のように、競争をしますし、競うこと、争うことも、成長の過程では必要なことだと

思っています。 

これは、令和２年度のプログラムです。続いて、令和３年度のプログラムと令和４年度

のプログラムです。何かが変わったことに気づきました？気づかなかった？令和２年ま

では、「応援合戦」だったのですが、令和３年からは、「応援共演」と名前が変わってい

るのです。なぜだと思いますか。 

「合戦」という言葉を辞書で調べると「敵味方が出合って戦う」という意味になりま

す。「共演」という言葉は「二人以上一緒に出演すること」となります。赤と白が一緒に

演じるということです。なぜ、変わったかと言いますと、令和２年から日本はコロナウイル

スの感染拡大によって、大混乱になりました。おぼえていますか？休校になったり、分散

登校があったり、みんながマスクをしたり、給食をしゃべらず、前を向いて食べるように

したりしました。歌も歌えない。国歌も校歌も聞くだけ、歌うこともできませんでした。人

とのつながりがうすれ、令和２年、３年、４年と我慢をして耐える３年間を過ごしてきたの

です。 

その中で、世の中も変わってきました。この世界的にきびしい状況を乗り越えるため

には何をしなければいけないか、多くの人々が考え直す、考えを創りなおす機会にもな

ったのです。その中で、本荘小でも、それまで競い合ってきた運動会からみんなで手を

取り合う運動会にしていこうと先生方で話し合ったのです。お手本は、東京オリンピック

でした。ですから、令和３年度のからの運動会は、学習発表会の要素と運動会の要素

のよいところをとった、今のかたちに変わってきたのです。 

争うことも時には大事だが、今は、それよりも助け合っていこう！本荘小の運動会に

は、そんな想いが込められているのです。 

今年のキーワードは「６９人６９色」ですよね。その６９人が手を取り合って頑張ること

ができる運動会にしてほしいと、心から願います。しかし、ニュースとかでみるように、

世界の中では平和がそこなわれ、争いがやまない現状もあります。とてもつらく、悲し

いことですよね。でも、この写真を見てください。これは６年生が、長崎の地で、平和集

会を行ってきた時の写真です。みなさんのリーダーたる６年生は、修学旅行で、私たち

は争うのではなく、手を取り合うことの大事さを学んできたばかりです。これからの世

の中は、争う力ではなく、共に生きる力が必要となるのです。 

きっと、運動会でも、そんな６年生の想いが反映されると思います。白団団長かりなさん、白団団長そうたさん、二人の団長は、

その点をしっかりと理解して、団員を導いてくれることを校長先生は期待しています。両団長！頼みますよ。 

 あと２週間で運動会です。みなさんにけがや事故がないことを一番望んでいます。では、１０月も「思いやりの心で笑顔の本

荘小」で。 校長先生のお話を終わります。 

 


